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株式会社 ASメディカルサポートとの資本提携に関するお知らせ 

 
当社は、本日開催の取締役会において、株式会社ASメディカルサポート（以下「ASメディカ

ルサポート」本社：福岡県福岡市 代表取締役：荒尾慎太郎）と資本提携を行うことについて

決議致しましたので、お知らせいたします。 
 

記 

 

１． 資本提携の目的及び理由 

ASメディカルサポートとは2020年６月30日に公表させていただきました、「当社子会社

における業務提携に関するお知らせ」のとおり、当社子会社である株式会社ANAPラボ(以

下「ANAPラボ」本社：東京都港区 代表取締役：家髙利康)と業務提携契約を締結してお

ります。ASメディカルサポートは再生医療コンサル事業を中心に事業展開しており、この

ほど提携先医療機関において、日本初、幹細胞バンキングを利用した自己脂肪由来幹細胞

を用いた脳血管障害をはじめ複数の対象疾患の治療について厚生労働省に再生医療等提供

計画書を提出し、受理され治療を開始しております。自己脂肪由来幹細胞のバンキング事

業及び自己脂肪由来幹細胞治療のための研究・開発の分野においては、着実な成果をあげ

ております。一方当社子会社であるANAPラボはAI技術を用い自己脂肪由来細胞のバンキン

グ事業の最適化の推進をすすめ、より多くの患者様が自己脂肪幹細胞を用いた治療を受け

られる環境構築に貢献していく予定です。そのために今後、更に両者の協業により成果を

上げていき、両社の共創体制をより一層確固たるものとすべく資本提携を実施致します。 

 

２． 資本提携の内容等 

(1)資本提携の内容 

 本資本提携により、当社およびASメディカルサポートは、相互に相手方の株式を市場外

の取引等により取得致しますが、取得金額は軽微であり、出資比率につきましても相互に

関連会社とはならない範囲の比率であります。 

 

(2)新たに取得する相手方の株式又は持ち分の取得価額 

  普通株式 66株 59,436,300円 



(3)相手方に新たに取得される株式の数及び発行済株式数に対する割合 

  普通株式 102,300株 2.1％ 

 

３． 資本提携する相手先の概要 

（１） 名 称 株式会社 AS メディカルサポート 

（２） 所 在 地 福岡県福岡市西区豊浜２丁目１－１ 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 荒尾慎太郎 

（４） 事 業 内 容 
・再生医療コンサルティング・培養加工施設運営・再生医療専門動物病

院運営・再生医療関連商品開発 

（５） 資 本 金 ９百万円 

（６） 設 立 年 月 日 2017 年１月 23 日 

（７） 大株主及び持株比率 

荒尾慎太郎 16.6％ 

寺崎兼司  10.0％ 

富士展寛  10.0％ 

香月鷹昇  10.0％ 

大山ナミ  10.0％ 

長尾公子  10.0％ 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はあ

りませんが、当該会社取締役富士展寛氏は当社子会社

の株式会社 ANAP ラボの取締役を務めております。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 
該当事項はありません。 

（９） 当該会社の最近１年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2019 年 12 月期 

 純 資 産 37 百万円 

 総 資 産 268 百万円 

 １ 株 当 た り 連 結 純 資 産 63,170.60 円 

 売 上 高 301 百万円 

 営 業 利 益 29 百万円 

 経 常 利 益 24 百万円 

 当 期 純 利 益 ５百万円 

 １ 株 当 た り 当 期 純 利 益 8,844.99 円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 － 

 



４． 今後の見通し 

本件に伴う当社の連結業績に与える影響は軽微でありますが、中長期的には当

社の企業価値向上に資するものと考えております。今後の状況により公表すべき

事項が発生した場合には速やかにお知らせいたします。 

 

なお当該事項は2020年７月29日に開示した「株式会社ASメディカルサポートとの資本提携に

関するお知らせ」において、有価証券届出書の提出準備が整ったことによる開示であります。

今回は、株主・投資家の皆様をはじめ、ステークホルダーの皆様には多大なご迷惑をお掛けし

ましたことを深くお詫び申し上げます。 

 

 

以上 
 


